








2021 年 5 月 11 日受理 
＊ 情報学部 情報デザイン学科 
『駿遠へ移住した徳川家臣団』における岡田清直・岡田錠次郎の謎（その４） 






記すと、『浜松市史 史料編五』（昭和 37 年 3 月 31 日、編
集兼発行者・浜松市役所）である。同書の 360 頁に岡田清
直の情報が記載されている。すなわち、明治 6 年 2月に浜
松県令から「学区取締」を任命した布達の中に、「岡田清
直」の名がある。前出№56 の『静岡県史 資料編 16 近
現代一』の中にある③の資料＝学区取締の任命情報と同じ
ものである。岡田錠次郎の情報は何もなかった。 
 №63の『駿東郡沼津町誌』（昭和 55 年／昭和 55復、沼
津町役場）は、浜松市立中央図書館に蔵書があり、筆者は
そこでこれを見た。書誌情報を正しく記すと、『駿東郡沼







 №64 の『沼津市誌』（昭和 36 年、沼津市役所）も、浜
松市立中央図書館の蔵書を確認した。但し同館には、『沼
津市誌』の名でヒットするものが、以下①～⑤の 5 種類が
ある。すなわち、①『沼津市誌 上巻』（昭和 36 年 3 月
30 日、編集・沼津市誌編集委員会、発行・沼津市）、②『沼
津市誌 中巻』（昭和 36 年 3 月 10 日【上巻より先の発
行･･･小栗注】、編集･発行は同上）、③『沼津市誌 下巻』
（昭和 33 年 11 月 15 日【下巻が最初の発行･･･小栗注】、














よいのだが、筆者は 5 種類の『沼津市誌』を全て見た。 
その結果、①の 618 頁に、沼津市の裁判所で大正 8年 6
月から「監督判事」を務めた岡田純次郎の名があること、














史編纂委員会／昭和 62 年 同史編纂委員会）は、国立国
会図書館デジタルコレクションの蔵書を同図書館内で見
た。正確な書誌情報は『群馬県史 資料編 21 近代現代 5』




 №66の『城下町相良区史』（昭和 61 年、榛原郡相良町）
は、袋井市立袋井図書館の蔵書を確認した。正確な書誌情





























奈川県史料 第八巻 附録部一』（昭和 47 年 2 月 20 日、
編集発行・神奈川県立図書館）である。タイトル中の｢資」



















 №70 の『大久保一翁』（昭和 54 年、松岡英夫著）は袋
井市立袋井図書館の蔵書を確認した。前田氏が記す書誌情
報に誤りはないが、正確にはサブタイトルが付されており、
松岡英夫『大久保一翁 最後の幕臣』（昭和 54 年 4 月 25
日初版、昭和 54年 6月 20 日再版、中公新書）と記すのが
正しい。ここにも岡田清直・錠次郎の情報はなかった。 





凡社、1970 年 10 月 10 日初版第１刷、1987 年 1 月 20 日初
版第 7 刷）となる。筆者が見たのは 1987 年の第 7 刷であ














38 年 12 月 10 日、平凡社）で、サブタイトルがある。こ
の書にも岡田清直・錠次郎の情報はなかった。 
 №73 の『江原素六』（昭和 60 年、辻真澄著）は掛川市
立中央図書館の蔵書を確認した。前田氏が記す書誌情報は
間違ってはいないが出版社の情報が欠けている。正確に記
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 №76 の『前島密自叙伝』（昭和 31 年、伝記刊行会）は
富士市立中央図書館の蔵書を見た。奥付から正確な書誌情





















































































記すと、『はままつ歴史発見』（神谷昌志、昭和 62 年 8 月






郷 静岡―」（『静岡県近代史研究』第 4 号、静岡県近代




















№84 の『幕末下級武士の記録』（昭和 60 年、山本政恒
著）は、富士宮市立中央図書館の蔵書を見た。より詳しく
書誌情報を記すと、山本政恒『幕末下級武士の記録』(校



























出できる。①復刻版の合本第 2 巻所収の第 3輯 202 頁（頁
は合本の頁、以下同じ）に記載がある沼津兵学校附属小学
校の｢初代正則末期又は変則学出身者氏名」の中に「岡田




田忠雄」の名がある。④同 3巻所収第 6輯の 492 頁に「三
州吉田駅御油駅」の人で、「書 狂歌 號香雪園 岡田米
次郎」の名がある。⑤合本第 4巻所収の第 7輯に、地租改
正に関連して岡田良一郎の名が複数記されている。⑥同 4
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｢岡田隆三（香峰と號す）」（97 頁）がいたことが分かる。
⑧合本第 6 巻所収の第 12 輯に、遠州報国隊の留守部の 1
人として「岡田土佐（岡田美都衛）」の名があることが分
かる。⑨同 6巻所収第 14 輯の 535～536 頁には、掛川の「岡
田與八」に学んだ「斉藤先生」の墓石の記録がある。また、












住一士族の記録―」（『地方史静岡』第 6 号、昭和 51 年
11 月、静岡県立中央図書館編・発行）となる。ここにも
岡田清直・錠次郎の情報は何もなかった。 
№88 の『転向明治維新と幕臣』（昭和 44 年、しまねき
よし著）は、静岡県立中央図書館の蔵書を確認した。正し
い書誌情報は、しまね・きよし『転向―明治維新と幕臣』
(1969 年 2 月 15 日、三一書房、三一新書 642）である。著
者名に「・」が、書名に「―」（ダッシュ）が入る。この
書に岡田清直・錠次郎の情報は何も記されていなかった。 
№89 の『日本海軍お雇い外国人』（昭和 63 年、篠原宏
著）は、浜松市立城北図書館の蔵書を見た。書誌情報を詳
しく記すと、『日本海軍お雇い外国人 幕末から日露戦争





1 月 30 日、筑摩書房）である。ここにも岡田清直・錠次
郎の情報はなかった。 
№91 の『江戸幕府役職集成（増補版）』（平成 2 年、笹
間良彦著）は、筆者の個人蔵書で確認した。筆者の手元に
あるものは、笹間良彦『江戸幕府役職集成（増補版）』（昭















『江戸幕府役職集成』(1999 年 11 月 5 日、新装版、雄山
閣出版）となる。1999 年は平成 11 年で、前田氏が見た平
成 2 年版よりも後の版になる。1999 年版の奥付から更に
詳しく記すと、初版が昭和 40 年に刊行されたことは同様
に記されており、以後、平成 9 年に第 17 版まで改版され
たことまでが分かる。浜松市立中央図書館の「新装版」は







この資料には平成 2 年の増補版でも、平成 11 年の新装
版でも、いずれも岡田清直・錠次郎の情報はなかった。 
№92 の『山中庄治日記』（昭和 49 年、沼津市立駿府図
書館）は、掛川市立中央図書館の蔵書を確認した。正しい
書誌情報は、『山中庄治日記 ―沼津勤番組の記録―』(昭











9号、1983 年 10 月）となる。中野の名は、前田氏が記す｢悟」
は間違いで、「梧」が正しい。ここにも岡田清直・錠次郎
の情報はなかった。 
№94 の『浜岡人物誌 佐倉・比木編』（昭和 62 年、同
編集委員会）は、袋井市立袋井図書館の蔵書を確認した。
書誌情報を詳しく記すと、『浜岡人物誌 佐倉・比木編』






№95 の『関口隆吉の生涯』（昭和 58 年、八木繁樹著／
八木茂樹著）は掛川市立中央図書館の蔵書を見た。正しい




№96 の『山岡鉄舟の一生』（昭和 42 年、牛山栄治著／
牛山英治著）は、国立国会図書館デジタルコレクションの
蔵書を同館内で見た。正しい書誌情報は、牛山栄治『山岡





















『徳川慶喜公伝 1（全 4 巻）』（東洋文庫 88、1967 年 4 月
10 日初版第 1 刷、1989 年 2 月 28 日初版第 13 刷、渋沢栄
一、平凡社）、『徳川慶喜公伝 2（全 4巻）』（東洋文庫 95、
1967 年 7月 10 日初版第 1刷、1989 年 2月 28 日初版第 12
刷。以下、著者の渋沢栄一は同じなので略す）、『徳川慶喜
公伝 3（全 4 巻）』（東洋文庫 98、1967 年 9 月 10 日初版第
1 刷、1989 年 2 月 28 日第 12 刷）、『徳川慶喜公伝 4（全 4
巻）』（東洋文庫 107、1968 年 1 月 10 日初版第 1 刷、1989
年 2 月 28 日第 11 刷）。 
前田氏は、昭和 43 年刊行のものを用いたと記している
が、東洋文庫版で昭和 43年（1968 年）に初めて刊行され


















(昭和 49 年 4 月 15 日、雄山閣）となる。同書 115 頁に軍
艦奉行の岡田雄次郎の名はあったが、他に岡田姓の人物は
なく、岡田清直・錠次郎の情報はなかった。 






和 34 年 3 月 18 日、実業之日本社）、渋沢秀雄『父 渋沢













№103 の『江戸幕府役職集成』（昭和 62 年、雄山閣出版）
については、前出№91 の所に記してあるので、それを参
照のこと。 






1 巻が 1989 年（平成元年）6 月 30 日、第 2 巻が同年 8 月
30 日、第 3 巻が同年 10 月 30 日、第 4 巻が同年 12 月 12






















































治元-7 年）」であり、最後の 56 件目は「修史館稿本（明
治 8-13 年）」である。すべて WEB 上で公開されているが膨
大な分量である。それでも筆者は全てを確認した。いずれ
も手書きの文書である。 
その結果、上の詳しい検索結果 56 件の中で 12 件目に表










らに、14 件目の「県治紀事本末 遠江国之部 5（明治 4-7）」
の中には、明治 6年 8月 27 日付けで｢岡田清直」が「浜松































-11 年）」から 18件目の「神奈川県史 附録 官員履歴（明
治 11-17 年）」までの連続 5件の史料、及び 63 件目の「神
奈川県史 附録（旧足柄県合併之部） 官員履歴（明治元












結果の中の 42 件目の「東京府史料 附録之部 履歴 1（明
治元-8 年）」から 45 件目の「東京府史料 附録之部 履
































年 3 月 1 日、第 2号は 1979 年 10 月 10 日、第 3号は 1980
年 5 月 10 日、第 4号は 1980 年 10 月 10 日、第 5 号は 1981
年 5 月 10 日、第 6号は 1981 年 10 月 10 日、第 7 号は 1982
年 8 月 15 日、第 8号は 1982 年 10 月 10 日、第 9 号は 1983
年 10 月 10 日、第 10 号は 1984 年 8 月 30 日、第 11 号は
1985 年 9月 20 日、第 12号は 1986 年 9 月 30 日、第 13 号
は 1987 年 10 月 1 日、第 14 号は 1988 年 10 月 10 日、第
15号は 1989年 10月 10日、第16号は 1990年 10月 10日、
第 17 号は 1991 年 10 月 10 日、第 18 号は 1992 年 10 月 10
日、第 19 号は 1993 年 10 月 10 日、第 20 号は 1994 年 10
月 10 日、第 21 号は 1995 年 8 月 15 日、第 22 号は 1996

















図書館に創刊号から第 28 号まで（但し第 22号は欠号）所
蔵されていたので、その全部を確認した。欠号の第 22 号
は浜松市立中央図書館の蔵書を見た。第 28 号は平成 12
年（2000 年）の発行で、前田氏の本の第 3 編が刊行され
た 1997 年を超えているので、必要な調査範囲は全てカバ
ーできている。 
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同誌の正確な書誌情報を記すと、創刊号から第 9 号まで
は編集が静岡県立中央図書館資料課、発行が静岡県立中央




時期は創刊号が昭和 46 年 7 月 1 日、第 2 号は昭和 47 年 7
月 1 日、第 3 号は昭和 48 年 8 月 30 日、第 4 号は昭和 49
年 8月 30 日、第 5号は昭和 50 年 10 月 1 日、第 6号は昭
和 51 年 11 月 30 日、第 7号は昭和 52年 11 月 30 日、第 8
号は昭和 53 年 11 月 30 日、第 9 号は昭和 54 年 11 月 30
日、第 10 号は昭和 56 年 12 月 25 日、第 11 号は昭和 58
年 3 月 1 日、第 12 号は昭和 59 年 3 月 21 日、第 13号は昭
和 60 年 3 月 21 日、第 14 号は昭和 61年 3月 25 日、第 15
号は昭和 62年 3月 25日、第 16号は昭和 63年 3月 31日、
第 17 号は平成元年 3月 31 日、第 18 号は平成 2年 3月 31
日、第 19 号は平成 3 年 3 月 31 日、第 20 号は平成 4 年 4
月 20 日、第 21号は平成 5年 5 月 10 日、第 22号は平成 6
年 3 月 25 日、第 23 号は平成 7年 3 月 27 日、第 24号は平
成 8 年 3 月 27 日、第 25 号は平成 9 年 5 月 31 日、第 26
号は平成 10年 3月 31日、第 27号は平成 11年 3月 31日、







4号から第 7号までは浜松市立中央図書館で、第 8 号から
第 14 号までは浜松市立浜北図書館で、第 15 号から第 27
号までは袋井市立袋井図書館で、第 28 号は沼津市立図書
館で、第 29 号から第 31 号は袋井市立袋井図書館で、第
32号から第 48 号までは沼津市立図書館で確認した。第 48
号以降も発行されているが、それ以降は除外して、この号
までで区切ったのは、既述の通り、岡田のことを記した前
田氏の本が第 3 編（1997 年＝平成 9 年刊）までだからで
ある。同年発行の第 48 号までを見れば、前田氏が岡田の
ことを調べるに当たって用いたはずの資料は全てカバー






38 号以降の「発行所」（第 42 号以降は「発行責任者」に
変更）は、その時々の史談会会長の個人名になっている。 
発行時期は、創刊号が昭和 37 年 8 月 22 日、第 2号は昭
和 39 年 3 月 31 日、第 3 号は昭和 40 年 3 月 30 日、第 4
号は昭和 41 年 3月 31 日、第 5 号は昭和 42 年 3 月 31 日、
第 6 号は昭和 43 年 2 月 17 日、第 7号は昭和 43 年 3 月 31
日、第 8 号は昭和 44 年 3 月 31 日、第 9 号は昭和 45 年 3
月 3 日、第 10 号は昭和 46 年 3 月 31 日、第 11 号は昭和
47 年 3 月 31 日、第 12 号は昭和 47 年 11 月 25 日、第 13
号は昭和 48年 3月 13日、第 14号は昭和 49年 2月 10日、
第 15 号は昭和 49 年 3 月 30 日、第 16 号は昭和 50 年 1 月
31 日、第 17号は昭和 50 年 3 月 30 日、第 18 号は昭和 50
年 11 月 30 日、第 19 号は昭和 51年 3月 30 日、第 20号は
昭和 52 年 1 月（日にちの記載はない。以下、月だけの表
示のものは同じ理由による）、第 21 号は昭和 52 年 6 月、
第 22 号は昭和 52 年 11 月 30 日、第 23 号は昭和 53 年 6
月 20 日、第 24 号は昭和 53 年 11 月、第 25 号は昭和 54
年 4月、第 26号は昭和 54年 11 月、第 27 号は昭和 55 年
4 月、第 28 号は昭和 55 年 11 月 30 日、第 29 号は昭和 56
年 5月、第 30号は昭和 56年 12 月、第 31 号は昭和 57 年
6 月、第 32 号は昭和 57 年 12 月である。第 33号は、奥付




行が昭和 57 年 12 月なのに、次の第 33 号がそれより半年
早い昭和 57 年 6 月 30 日では不自然である。それ故、第
33 号の発行年は昭和 58 年が正しいと推断できる。なお、
次の第 34 号は昭和 59 年 3 月 31 日であり、ここからも、1
つ前の第33号が昭和58年の刊行であることは妥当である
と言える。第 35 号は昭和 59 年 11 月 20 日、第 36 号は昭
和 60 年 4 月 30 日、第 37 号は昭和 61年 3月 31 日、第 38
号は昭和 62年 3月 31日、第 39号は昭和 63年 3月 31日、
第 40 号は平成元年 3月 31 日、第 41 号は平成 2年 3月 31
日、第 42 号は平成 3 年 6 月 18 日、第 43 号は平成 4 年 5
月 10 日、第 44号は平成 5年 5 月 25 日、第 45号は平成 6
年 5 月 15 日、第 46 号は平成 7年 3 月 31 日、第 47号は平
成 8年 4 月 30 日、第 48 号は平成 9年 3 月 31 日である。
ちなみに第 49 号は平成 10 年 3 月 31 日であり、前田氏の
本の第 3 編よりも後の発行となる。 
以上のうち、第 3号所収の「沼津御役人附」の中に沼津
勤番組「十一番頬」の世話役として岡田孝三が、また第 8









第 43 号では岡田盈哉・岡田善七（共に 122 頁）、及び岡田
























発行時期は創刊号が昭和 52 年 10 月（日にちの記載はな
い）で、第 2 号は昭和 53 年 6 月 20 日、第 3 号は昭和 54
年 2月 18 日、第 4号は昭和 54 年 9 月 20 日、第 5号は昭
和 55 年 3 月 20 日、第 6 号は昭和 56 年 3 月 20 日、第 7
号は昭和 56 年 11 月 20 日、第 8号は昭和 57 年 6月 1 日、
第 9 号は昭和 58 年 3 月 31 日、第 10 号は昭和 59 年 3 月
31 日、第 11号は昭和 60 年 3 月 31 日、第 12 号は昭和 61
年 7月 1 日、第 13 号は昭和 62 年 3 月 5日、第 14号は昭
和 63 年 5 月 1 日、第 15 号は平成元年（裏表紙にある発行
年月日のうち月日の部分が図書館の登録シールで覆われ
ており確認できなかった）、第 16 号は平成 2 年（同上）、
第 17 号は平成 3 年 1 月 30 日、第 18 号は平成 4 年 3 月 1
日、第 19 号は平成 5 年 3 月 15 日、第 20 号は平成 6 年 3
月 10 日、第 21号は平成 7年 3 月 10 日、第 22号は平成 8
年 3 月 10 日、第 23 号は平成 9年 3 月 10 日、第 24号は平
成 10 年（同じくシールで月日は確認できず）、第 25 号は
平成 11 年 3月 10 日、第 26 号は平成 12 年 3月 10 日、第
27 号は平成 13 年（同じくシールで月日は確認できず）、
第 28 号は平成 14 年 3 月 10 日、第 29 号は平成 15 年 3 月
10 日、第 30号は平成 16 年 3 月 10 日、第 31 号は平成 17
年 3月 1 日、第 32 号は平成 18 年 3 月 1日、第 33号は平
成 19 年 3 月 1 日、第 34 号は平成 20 年 3 月 1 日、第 35
号は平成 21 年 3月 1 日、第 36 号は平成 22 年 3 月 1日、
第 37 号は平成 23 年 3 月 1 日、第 38 号は平成 24年 3月 1
日、第 39 号は平成 25年 3月 1 日、第 40 号は平成 26年 3
月 1 日、第 41 号は平成 27年 3 月 1 日、第 42 号は平成 28
年 3月 1 日、第 43 号は平成 29 年 3 月 1日、第 44号は平
成 30 年 3 月 1 日である。 
以上のうち、第 5 号に岡田佐平治（17 頁）と岡田良一
郎（18 頁以下）が、第 7号に掛川協会の幹事・岡田晋（88











べた。第 51 号は 1997 年の最後の発行号であり、前田氏の









発行時期は、創刊号が 1985 年 4 月 25 日、第 2号は同年
7 月 25 日、第 3号は同年 10 月 25 日、第 4号は 1986 年 1
月 25 日、第 5 号は同年 4 月 25 日、第 6 号は同年 7 月 25
日、第 7 号は同年 10 月 25 日、第 8 号は 1987 年 1 月 25
日、第 9号は同年 4月 25 日、第 10 号は同年 7 月 25 日、
第 11 号は同年 10 月 25 日、第 12 号は 1988 年 1 月 25 日、
第 13 号は同年 4 月 25 日、第 14 号は同年 7 月 25 日、第
15号は同年 10 月 25 日、第 16 号は 1989 年 1 月 25 日、第
17 号は同年 4 月 25 日、第 18 号は同年 7 月 25 日、第 19
号は同年 10 月 25 日、第 20 号は 1990 年 1月 25 日、第 21
号は同年 4 月 25 日、第 22 号は同年 7月 25 日、第 23 号は
同年 10 月 25 日、第 24 号は 1991 年 1月 25 日、第 25号は
同年 4 月 25 日、第 26 号は同年 7月 25 日、第 27 号は同年
10月 25 日、第 28号は 1992 年 1 月 25 日、第 29号は同年
4 月 25 日、第 30 号は同年 7 月 25 日、第 31 号は同年 10
月 25 日、第 32 号は 1993 年 1 月 25 日、第 33 号は同年 4
月 25 日、第 34 号は同年 7月 25 日、第 35 号は同年 10 月
25 日、第 36 号は 1994 年 1 月 25 日、第 37 号は同年 4 月
25 日、第 38号は同年 7 月 25 日、第 39 号は同年 10 月 25
日、第 40 号は 1995 年 1 月 25 日、第 41 号は同年 4 月 25
日、第 42号は同年 7月 25 日、第 43号は同年 10 月 25 日、
第 44 号は 1996 年 1 月 25 日、第 45 号は同年 4月 25 日、
第 46 号は同年 7 月 25 日、第 47 号は同年 10 月 25 日、第
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48 号は 1997 年 1 月 25 日、第 49 号は同年 4 月 25 日、第
50号は同年 7月 25日、第 51号は同年 10月 25日である。 
これらの中に岡田清直・錠次郎の情報は何もなかった。 
№112 の『静岡藩始末記』（昭和 50 年、三枝康高著）は、
袋井市立袋井図書館の蔵書を確認した。正確な書誌情報は
三枝康高『静岡藩始末記 ―大政奉還後の徳川家』（昭和
50 年 4 月 15 日、新人物往来社）で、副題が付いている。 
本書所収の「静岡学問所教授一覧表」の中に、明治 2
年正月の五等教授・岡田主税と、明治 2年 9月の五等教授・




























市史 下巻』(昭和 48 年 3 月 30 日、島田市史編纂委員会





























































森銑三の序文に昭和 53 年 6 月とあること、同書の裏表紙
に「昭和戊午八月二十日」とあること、昭和の戊午は昭和
53 年であることから、この第 1 巻は昭和 53 年 8 月 20 日
の発行と考えられる。同様に、第 2巻裏表紙に「昭和巳未









№115 の『静岡県紳士録』（大正 5 年、中尾栄次郎著）
は国立国会図書館のデジタルコレクションに蔵書があり、
それを WEB で確認した。奥付から正しい書誌情報を記すと、










史籍協会編集、東京大学出版会発行、昭和 15 年 5 月 15
日発行昭和 57 年 9 月 30 日覆刻）となる。復刻版である。
前田氏も「日本史籍協会」の文字を記しているので、同じ
復刻版を見たことになる。底本は、収録されている原書の






13 年 3 月 1 日、所収）を参照。
（2021 年 2月 26 日提出。閲読者の指摘を受け微修正した原稿を
5月 11 日に再提出。本誌次年度掲載の（その５）に続く） 
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